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■ＫＰＩＴ社 ＧＮＵ Ｔｏｏｌのダウンロード、使い方  2006.5.5 

 
 インドのＫＰＩＴ社のサイトではＨ８、ＳＨ等のＧＮＵ Ｃコンパイラ、アセンブラ、デバッ

カを無償ダウンロードできるようになっています。 

 
http://www.kpitgnutools.com/index-ja.php 
 

 
 
 日本語サイトがサポートされています。コンパイラはルネサスのＨＥＷ上で動かすこともでき

ますし、単独でコマンドラインから動作させることも可能です。ここでは統合開発環境を使用し

ない例として単独で動かせてみます。ダウンロードにはユーザー登録が必要ですが、メールアド

レスを書く程度のものです。バージョンアップ、バグ情報などメールをもらうことが可能です。 

 

「無償ダウンロード」→「ＫＰＩＴ ＧＮＵツール」をクリックします。 
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 ここで、ユーザー登録されていない方はユーザー登録しましょう。その後、ダウンロード可能

なファイル群が現れます。Ｈ８の場合、一番上の 

「ＧＮＵＨ８ ｖ０６０１ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｔｏｏｌ Ｃｈａｉｎ（ＥＬＦ）」の「ダウンロ

ード内容」をクリックします。 
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「 ダウンロードする 」をクリックします。ダウンロード終了後、 

「 実行 」をクリックするとインスツールが始まります。 

①「 Ｎｅｘｔ 」です。    ②ライセンスは「 Ｙｅｓ 」です。 

  

③ここでデホルトでは「Destination Folder」に HEW のホルダがあてられていますので、

「Remove」をクリックして空白にします。 
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④「ＨＥＷをダウンロードしたい？」と、聞いてきますので「いいえ（Ｎ）」をクリックします。 

 

⑤自動的に C:¥program Files¥KPIT Commins¥にインストゥールされます。 ⑥「Next」です。 

  

⑦「Next」です。              ⑧「Next」です。 
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⑨「Next」です。              ⑩「Finish」です。 

                        インストゥールが完了しました。 

  

 

■サンプルプログラムをコンパイルしてみる 

 

 「新しいフォルダを作成する」で C:に GNUH8KPIT というディレクトリを作ります。そこに以

下のディレクトリにできた 

C:¥Program Files¥KPIT Cummins¥GNUH8v0601-ELF¥h8300-elf 

以下のホルダすべてをコピーし GNUH8KPIT にペーストします。 

 

 

さらに Path を通す必要があります。DOS プロンプトから以下のコマンドを実行します。 

set PATH=c:¥GNUH8KPIT¥bin;c:¥GNUH8KPIT¥utils¥bin;%PATH% 

上記の方法はパソコンを立ち上げるたびに実行する必要があります。Path を通すにはほかにも

方法があり、後述しますので、最適なものを選んでください。 

 

 ここまででプログラムをコンパイルする環境が構築されました。サンプルプログラムを書いて

みます。ｂｒｅ－ｓａｍｐｌｅというサンプルプログラム用のホルダを新たに作り、そこにプロ

グラムを書きます。 
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プログラムは以下の中にあります。 

C:¥GNUH8KPIT¥bre-sample¥sample1 

 

必要なのは以下のファイルです。 

 

 

 

上から順に説明します。 

●ｈ８＿３０５２．ｘ 

 リンカスクリプトファイルで、ＣＰＵ固有のＲＯＭ、ＲＡＭ開始番地、容量、スタック、ベク

タアドレス等が記載されているファイルで、弊社の別記「Ｃｂａｒによるプログラム開発方法Ⅰ、

Ⅱ」に出てくる同名のファイルそのものです。（同じＧＣＣですからね！）このファイルにより

リンカはプログラム、データ、スタック等の絶対番地割振りを行います。 

●ｓｅｔｐａｔｈ．ｃｍｄ 

 先述したｐａｔｈを通すためのファイルで、毎回書き込むのが大変なので、ファイル化し、ダ

ブルクリックすることによりパスを通しています。ＯＳの環境設定に直に書き込む方法が楽です

が、方法はネットで容易に検索できるのでここでは触れません。 

●ｔｅｓｔ５２．ｂａｔ 

 プログラムをアセンブル、コンパイル、リンクするｂａｔファイルです。以下の内容です。 

 

REM Beyond the river 20060420  

 

del *.o 

del *.mot 

h8300-elf-gcc -mh -c -Wa bcrt0.s -o bcrt0.o 

h8300-elf-gcc -mh -c -Wall test52.c -o test52.o 

h8300-elf-gcc -mh -mint32 -nostartfiles -o test52.elf bcrt0.o test52.o -Th8_3052.x 

h8300-elf-objcopy -O srec test52.elf test52.mot 

 

 ｂａｔファイルを実行すると、最終的にｔｅｓｔ５２．ｍｏｔというＲＯＭ書き込みのための

ファイルが完成します。 

●ｂｃｒｔ０．ｓ 

 スタートアップルーチンです。内容は以下です。 
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 .h8300h 

 .section .text 

 .global _start 

 

 

_start: 

 mov.l #ffff00H,sp  ; スタックポインタの初期化 

 jsr @_main 

 rts 

 

●ｔｅｓｔ５２．ｃ 

 メインのプログラムです。Ｐ１をＯＮ，ＯＦＦさせているだけのいたってシンプルな内容です。 

 

/* 

 IO test program bre 2006.4.23 

*/ 

 

#define P1DR (*(volatile unsigned char *) 0xFFFFC2) //   

#define P1DDR (*(volatile unsigned char *) 0xFFFFC0) // 

 

void wait(unsigned short);  

 

int main(void){ 

 

 P1DDR = 0xff; 

 

 while(1){ 

 

  P1DR = 0; 

  wait(100); 

  P1DR = 0xff; 

  wait(200); 

 } 

 

} 
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void wait(unsigned short wtime) 

{ 

 

 while(wtime != 0){ 

  wtime--; 

 } 

} 

 

●アセンブル、コンパイル、リンクしてみます。 

 

 以下はコマンドプロンプト画面から、パスを通し、バッチファイルを実行している画面。 

ユーザーが操作しているのはｓｅｔｐａｔｈ＋Ｅｎｔｅｒとｔｅｓｔ５２＋Ｅｎｔｅｒのみで

す。 

 

 

 

 

プログラムに問題なければ bcrt0.o 以下４つのファイルが増えます。 
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ｔｅｓｔ５２．ｍｏｔファイルを弊社のフォースライタＨ８－３０５２で書き込めば実行できま

す。 

 

 

 エラーがあると例えば以下のような表示になり、ｍｏｔファイルが作成されません。

 

はじめにｍｏｔファイルを消去していますので、エラーが出ているときに間違えて前のプログラ

ムを書き込むことがありません。 
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●以下はＰ１の波形をストレージオシロスコープで観測した波形です。ｗａｉｔ（）あり、なし

で周波数が異なってくることがわかります。 

 

 

 

【ご注意】 

■ＨＥＷは株式会社ルネサステクノロジ社の登録商標です。 

■Ｗｉｎｄｏｗｓは米国マイクロソフト社の登録商標です。 

■ＧＣＣ（ＧＮＵ Ｃｏｍｐｉｌｅｒ  Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ）Ｃ はＧＮＵプロジェクトによるフリー

Ｃコンパイラです。 

１．本文章に記載された内容は弊社有限会社ビーリバーエレクトロニクスの調査結果です。 

２．本文章に記載された情報の内容、使用結果に対して弊社はいかなる責任も負いません。 

３．本文章に記載された情報に誤記等問題がありましたらご一報いただけますと幸いです。 

〒350-1213 埼玉県日高市高萩 1141-1 TEL 042（985）6982 FAX 042（985）6720 

Homepage：http//beriver.co.jp 

e-mail：support＠beriver.co.jp 

有限会社ビーリバーエレクトロニクス     

 

 


